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年
半
前
か
ら
構
築
を
目
指
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て
準
備
を
し
て
来
ま
し
た
。
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ほ

そ
の
費
用
を
有
効
に
利
用
す
る 

こ
と
で
関
係
の
方
々
が
今
ま
で
以 

上
の
楽
し
さ
と
や
り
が
い
を
感
じ 

て
い
た
だ
け
る
街
に
な
る
と
思
い 

ま
す
。

祉
協
議
会
よ
り
活
動
拠
点
の
運
営

費
及
び
課
題
解
決
す
る
た
め
の
事 

業
費
が
交
付
さ
れ
ま
す
。

馬
木
社
協
と
馬
木
地
区
の
17
団 

体
が
協
定
を
結
ぶ
こ
と
に
よ
り
、
 

馬
木
社
協
も
「ひ
ろ
し
まL
M

〇
」
 

の
認
定
を6

月4

日
に
い
た
だ
き
、
 

東
区
長
か
ら
認
定
証
が
交
付
さ
れ 

ま
し
た
。

令
和6

年
度
も
早3

ヶ
月
を
過 

ぎ
て
、
真
夏
の
始
ま
り
で
す
。
 

我
ら
が
カ
——
プ
も
今
の
と
こ
ろ
好 

調
を
キ
——
プ
し
て
い
ま
す
が
、
何 

時
ま
で
続
く
か?

天
候
も
ゲ
リ
ラ 

豪
雨
が
来
な
い
か?

心
配
は
尽
き 

ま
せ
ん
。

日
頃
は
、
馬
木
社
協
活
動
に
ご 

協
力
を
い
た
だ
き
感
謝
し
、
心
よ 

り
御
礼
申
し
上
げ
ま
す
。
 

社
協
活
動
の
新
た
な
る
取
り
組
み 

を
、
紹
介
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。
 

「ひ
ろ
し
まL
M
O

馬
木
社
協 

の
発
足
」
_
_
_
_
_
_
_
 

最
近
は
、
よ
くL
M

〇(
エ
ル
モ) 

と
言
う
言
葉
を
耳
に
す
る
こ
と
が 

あ
り
ま
せ
ん
か
。

こ

れ

は

「広
島
型
地
域
運
営
組 

織
」
の
略
称
で
す
。

L
M
O

は
概
ね
小
学
校
区
を
活 

動
範
囲
と
し
て
、
地
域
の
諸
団
体 

と
情
報
を
共
有
し
、
協
力
し
あ
つ 

て
地
域
課
題
を
解
決
し
て
い
く
市 

民
主
体
の
ま
ち
づ
く
り
活
動
組
織 

で
す
。

広
島
市
の
認
定
を
受
け
たL
M
 

〇
に
対
し
て
は
、
広
島
市
社
会
福

社
協
活
動
の
新
た
な
る
取
り
組
み

馬
木
地
区
社
会
福
祉
協
議
会

会

長

橋

本

一

寛

今
年
度
は
、
残
り9

ヶ
月
し
か 

あ
り
ま
せ
ん
が
、
地
域
課
題
を
解 

決
す
る
た
め
の
事
業
取
り
組
み
に

つ
い
て
は
、
多
世
代
交
流
、
夏
祭 

り•

秋
祭
り
、
環
境
美
化
の
花
ボ 

ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
、
高
齢
者
の
見 

守
り
活
動
、
地
域
の
困
り
ご
と
ボ 

ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
な
ど
、
10
事
業 

に
取
り
組
む
計
画
を
し
、
地
域
の 

皆
さ
ん
と
賑
わ
い
の
あ
る
ま
ち
づ 

く
り
を
目
指
し
た
い
と
思
い
ま
す
。
 

尚
、
認
定
ま
で
に
は
、
広
島
市 

地
域
活
性
化
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
再
生 

課
の
方
々
に

は

大

変

お
(

世

話

に

な

り
ま
し
た
こ 

と

を

付

け 

加
え
さ
せ
て 

い
た
だ
き
ま

す
。



(3)第70号 うまき 社協 だ より

屬赤あんしんネッド7-"
令油年5冃22日作成

馬木あんしんネットワークは、社会福祉協議会の近隣ミニネットワークと民生委員•ひまわり会•女性会•町内  

会等の関係機関が協力しで舌動します。なじみの地域でいつまでも安心して暮らすコッは、ご近所や地域活 

珈)仲間とつながりを待つことです.みなざんの【心のお守り】のような見守りネットワークです.亠

ぜひごsa ください・(asm

囲木あんしん・rトウーイ。曲再

関※が連携をして見守りを行います。

※社会蘭匯議会•民生委員•ひまわり会吱性会 

町内会など

邛醫西岡工業

(事務局)広島市福木•温品地域包括支援センター/担当:小田(おだ) 

住所:広島市東区上温品!TSn-27-io!電話:082-280-2330

うまいものをどんどん安く売る

TEL8 8 3 —0 08 1

地域社会の発展と活性化に努めます

広島東部地区マツダ0B会
(馬木・福田・上温品・温品)

中国運輸局指定民間車検工場

株式会社ドネモーター

車検/整備/新車•中古車販売•買取り 
板金•塗装修理/ボディコーティング 
•自賠責•自動車保険

〒?32-0031広島市東区馬木4 丁目1439-1
TEL (082) 899-5656 (代)FAX (082) 899-2096

対象者

あります。

【2身近な相談先】
困りごと等を気軽に関係機関や地域包括支援センターへ相談できます。お困りことが 

ある時はお気軽にこ相談ください。(相談無料)

[3万がーの備え】
申込された情報(緊急連絡先など)をネットワークへ登録。広島市と事務局が管理を 

します。また、万が一の時に関係機関(救急や警察等)とスムーズな連携に備えるこ 

とかできます。

登録をされた方には、関毆盤が声かけや見守りを行います。

※社会福祉硼会•民生娄貝•ひまわり会•女性会•町内会など

① 馬木にお住いの見守りを必要としている方

② 電話見守りを申し込みたい方

楽その也見守りを必賣としている万はこ相陵ください.

公 G'eひとり富らs tbii徳介反

| ・ 神吉 スごK 龊りなら・者

saす«tcう杯る?

[1 電話による声かけ】 

馬木他区社会福祉協議会等の｛aifi帷から、定期的に富話(562-2661)見守りが

瞳がいのある方

隣近所で仲良くしていくこと
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福
木
度
ソ
フ
ト
ボ
—
ル
部

私
た
ち
は
、
春
と
秋
の
年2

回 

ソ
フ
ト
ボ
——
ル
大
会
を
開
催
し
て 

い
ま
す
。
こ
の
大
会
は
、
ケ
ガ
な 

く
楽
し
い-

日
に
な
る
こ
と
を
目 

的
と
し
て
い
ま
す
の
で
、
野
球
や 

ソ
フ
ト
経
験
者
も
そ
う
で
な
い
方

福木体協ソフトボール咅B

も
大
歓
迎
。
人
見
知
り
の
方
も
フ
ォ

町
內
会
ご
と
に
チ
——
ム
を
結
成

□

——
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

し
ま
す
が
、9

名
に
満
た
な
い
町

次
回
は
10
月6

日
(

日)

に
福

內
会
は
他
の
町
內
会
と
混
合
チ
ー

木
中
学
校
で
の
開
催
予
定
で
す
。
 

時
期
が
近
付
き
ま
し
た
ら
ソ
フ
ト 

ボ
——
ル
部
よ
り
町
內
会
回
覧
で
大 

会
参
加
者
募
集
の
お
知
ら
せ
を
し 

ま
す
。
選
手
の
参
加
条
件
は
、
福

厶
を
編
成
し
ま
す
の
で
少
数
し
か 

集
ま
ら
な
い
町
內
会
も
遠
慮
な
く 

ご
応
募
く
だ
さ
い
。
参
加
費
無
料
、
 

入
賞
チ
——
厶
に
は
賞
品
が
あ
り
、
 

多
数
の
ご
参
加
を
お
待
ち
し
て
い

今
ま
で
実
施
し
て
き
ま
し
た
、
電
話
見
守
り
・
 

班
福
祉
委
員
に
よ
る
見
守
り
活
動
を
よ
り
充
実
す
る

た
め
に
、
福
木
・
温
品
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
に
事
務
局
と
し
て 

加
わ
っ
て
い
た
だ
き
、
馬

木

社

協•

民

生

委

員•

町

內

会•

ひ
ま
わ 

り

会

・
女
性
会
で
新
た
な
ネ
ッ
ト
ワ
——
ク
を
構
築
し
ま
し
た
。
こ
れ 

に
よ
り
、
今
ま
で
以
上
の
充
実
し
た
安
心
が
繫
が
る
と
思
い
ま
す
。
 

馬
木
あ
ん
し
ん
ネ
ッ
ト
ワ
——
ク
は
、
見
守
り
登
録
者
へ
定
期
的
な 

電
話
で
見
守
り
を
行
っ
て
い
ま
す
。

新

規

登

録

者(

登
録
無
料)

を
募
集
し
て
い
ま
す
。
登
録
用
紙
は 

各
町
內
会
並
び
に
民
生
委
員
に
よ
り
配
付
さ
れ
て
い
ま
す
。
登
録
を 

希
望
さ
れ
る
方
は
登
録
申
込
書
に
必
要
事
項
を
記
入
し
て
、
次
の
方 

法
で
お
申
込
み
く
だ
さ
い
。

木
学
区
の
中
学
生
以
上
の
方
。
 

ま
す
。

馬
木
舫
ん
し
ん
ネ
ッ
ト7
ク
の
推
進

町
內
会
に
加
入
の
方 

各
町
內
会
班
長(

会
長)
I

馬
木
社
協 

町
內
会
に
未
加
入
の
方
地
区
担
当
民
生
委
員 

I

馬
木
社
協 

ご
心
配
な
方
は
、
遠
慮
な
く
事
務
局
に
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

(2)第70号 うまき社協だより

令
和6

年
度
度
馬
木
社
協

新
役
員

副

会

長

西

谷

信

子
 

高
齢
者
支
援• 

I
U
 

ボ

ラ

ン

テ

ィ

ア

部

長

・

ヽ

氏名 選出団体 社協所属部 氏名 選出団体 社協所属部

寺西宏政 福木学区体育協会 住民親交部 中野千尋
福木学区子ども会 

育成協議会
青少年育成部

柳川一聡」
大原一区町内会 住民親交部 ー大段光堂 下条町内会 青少年育成部

眞浦 繁 大原一区町内会 住民親交部
[中村照男 安芸ハイツ町内会 青少年育成部

重田 恵 大谷町内会 環境衛生部 宮本美季 福木中学校PTA 青少年育成部

J清水 聖 こぶしの会 広報部 本郷時彦 福木小学校PTL 
こどもサポートクラブ

青少年育成部

Eつや

広島馬木店

東区馬木5 丁目!699-1
a899-2911

☆緑豊かな環境づくり

自然の保護に

みんなでやさしい配慮を

株式会社小畠造園

TEL (082) 899-2037

・令和6年度馬木社協 新理事・

•馬木社協令和5年度決算書•令和6年度予算書・
(収入の部) 単位:円

費目 前年度決算額 今年度予算額 摘要

前年度繰越金 1,067,818 961,343
助成金並びに交付金 

その他交付金 421.460 390,000 区社協助成金、新・福祉のまち 

づくり総合臃

会費 386,500 386,500 1世帯250円x1546

賛助金並びに 

寄付金 739,000 730,000 賛助会費•寄付金、 

広報紙広告協賛

雑収入 33,876 13,015 共同募金事務費、 

預金利息等

広島市助成金 508,000 480,000 地区社協活硼点活性化支援 

唳助成(殷•謝礼金)

合計 3,156,654 2,960,858

伎出の部) 単位:円

費目 前年度決算額 今年度予算額 摘要

事務費 68,467 85,000 消耗品、通信運搬費等

研修・会議費 6,524 49,000 研修会参加費等

負担金等 43,220 44,000 区社協、区コミ協負担金等

福祉事業費 1,441,728 1,741,000 新•福祉のまちづくり総合推進 

事業、各種団体助成等

広報費 217,213 250,000 広報紙作成費

寄付金 30,000 20.000 義援金等

地域創生

293.499
52,440

480.000
〇

地区社協活動拠点活性化支援事 
英助区(壁•謝礼金) 

広島市社協返済金

(令和4年度経費過剰受給分)

42,220 〇 まるごと元気•地域コミュニティ 
活性化

次年度鮑•予備費 961.343 291.858
合計 3,156,654 2,960.858

福祉の原点です。まず、挨拶を!!

令
和6

年
度
馬
木
社
協
の
主
要
事
業

i
l
l
g
l
z
a
v
K
i
i

住
民
親
交
部(
角
田
部
長
他8

名)

〇
行
方
不
明
者
捜
索
シ
ス
テ
ム
を
町
內
会
の
班
単
位
管
理 

〇
あ
い
さ
つ
運
動
を
旧
安
芸
町
地
域
と
一
体
で
行
う 

〇
町
內
会
未
加
入
世
帯
対
策
、紙
門
松
の
配
付 

〇
町
を
明
る
く
、
防
犯
灯
の
設
置
、
防
犯
カ
メ
ラ
の
維
持 

管
理
、
通
学
路
の
防
犯
灯
設
置
促
進 

〇
外
国
住
民
と
の
共
生
社
会
を
目
指
す 

〇
災
害
時
の
避
難
経
路
の
周
知
等
防
災
教
育
実
施

環
境
衛
生
部(

樫
原
部
長
他6

名)

〇
公
衆
マ
ナ
ー
の
醸
成
、
犬
猫
飼
育
マ
ナ
ー
の
向
上 

〇
花
と
緑
の
ま
ち
づ
く
り
、
馬
木
地
区
の
一
斉
清
掃(

夏
、
 

年
末)

、
愛
の
献
血
会
、
健
康
診
断
受
診
運
動
実
施

〇
地
域
児
童
安
全
パ
ト
ロ
—
ル
、
公
園
の
子
ど
も
見
守
り 

〇
郷
土
芸
能
の
伝
摩
、
伝
統
行
事
の
継
爵
、
平
和
学
習
、
 

子
ど
も
映
画
会
、
公
園
の
芝
生
管
理 

〇
子
育
て
支
援
、
子
ど
も
会
の
活
性
化
支
援
、
虐
待
防
止 

支
援(

児
童•

高
齢
者)

〇
と
な
り
近
所
の
見
守
り(

見
守
り
対
象
世
帯
数
の
調
査)' 

班
福
祉
委
員
会
議
、
敬
老
長
寿
祝
い
品
贈
呈 

〇
高
齢
者
運
耘
免
許
返
納
助
成
、
家
事
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
事 

業
、
訪
問
配
食
、
ふ
れ
あ
い
会
食 

〇
い
き
い
き
サ
ロ>

増
加
支
援
、
高
齢
者
等
安
否
確
認
電 

話
、
馬
木
あ
ん
し
ん
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
推
進(

新
規) 

〇
高
齢
者•

健
康
不
安
者
等
救
急
医
療
情
報
キ
ッ
ト
配
付

広
報
部(
新
畑
部
長
他7

名)

〇
う
ま
き
だ
よ
り
の
毎
月
発
行
、
地
域
情
報
の
収
集 

〇
う
ま
き
社
協
だ
よ
り
の
年2

回
発
行

理
事
会
、
三
役
会
議
、
区
社
協
助
成
金
の
申
請 

ひ
ろ
し
まL
M
O

馬
木
社
協
事
業(

新
規)- 

地
区
社
協
活
動
拠
点
活
性
化
事
業 

町
内
会
よ
り
会
費
徴
収
、
賛
助
会
員
募
集
、
各
種
団
体 

助
成
、
庶
務
事
務
他

青
少
年
育
成
部(

田
村
部
長
他7

名)

高
齢
者
支
援•

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
部(

西
谷
部
長
他7

名)

事
務
局(

亘
事
務
局
長
他1

名)



(4)第70号 うまき社協だより

【編集後記】今号で「うまき社協だより」第70号を発行することができまし 

た。これからも地域の情報発信に務めます。よろしくお願いします。約20 
年ぶりに新紙幣が発行され、1万円札(渋沢栄一)ヽ5千円札(津田梅子)ヽ 

千円札(北里柴三郎)になりました。財布には新旧の紙幣が混在しますが、 

旧紙幣はこれからも変わらずに使用できますので安心してください。

虹の里居宅介護支援事業所

担当 二川

広島市東区馬木二丁目1398-1
TEL. (082) 508-5551

気くぱり、木くぱり。

ハ"7スピH1日一 rft!田中工務店
造園・外構•設計施工•管理

広島県知事許可第024660号

間馬木造 日
代表取締役宮本健一

東区馬木4 丁目956-2
TEL 899-2505 FAX 899-2590

新

年

度

に

ホ

・
 

・

よ
せ
て

福
木
中
学
校

第
13
代
校
長
芝
山
潤
一
郎
丄 

今
年
度
も1
0
6

名
の
新
入
生 

を

迎X

生
徒
数3
1
7

名
で
ス 

夕
——
卜
い
た
し
ま
し
た
。

本
校
は
、
昭
和
60
年4

月1

日
、
 

広
島
市
立
安
芸
中
学
校
が
分
離( 

温
品
中
学
校
と
福
木
中
学
校
へ) 

し
、
生
徒
数7
1
3

名
、
学
級
数 

18
、
教
職
員
数
33
名
で
広
島
市
立 

福
木
中
学
校
が
開
校
、
本
年
度
で 

40
年
目
を
迎X

ま
し
だ
。

「校

訓

『
勇
往
邁
進
』
、
自
分 

で
人
生
を
た
く
ま
し
く
切
り
拓
く 

た
め
に
知
性
と
思
い
や
り
の
心
を 

持
ち
、
敢
然
と
行
動
に
移
す
勇
気 

を
も
と
う
」
の
も
と
、
確
か
な
学 

カ
と
豊
か
な
心
を
育
み
、
健
康
で 

活
力
の
あ
る
生
徒
の
育
成
、
地
域 

に
根
ざ
し
た
学
校
を
目
指
し
、
将 

来
社
会
で
役
に
立
つ
人
材
を
育
て 

る
こ
と
を
基
本
と
し
、
日
々
取
組 

を
実
践
し
て
お
り
ま
す
。
 

今
年
度
よ
り
、
武

本

貴

之

前 

校
長
先
生
の
後
を
引
き
継
ぎ
、
校 

長
を
拝
命
し
ま
し
だ
。

今
後
も
、
皆
様
の
ご
意
見
を
頂 

戴
し
な
が
ら
、
地
域
の
学
校
と
し 

て
、
生
徒
、
保
護
者
、
地
域
か
ら 

信
頼
を
得
る
た
め
の
努
力
を
惜
し 

ま
ず
、
地
域
に
愛
さ
れ
る
学
校
づ

く
り
、
信
頼
さ
れ
る
教
職
員
を
目 

指
し
て
取
組
を
推
進
し
て
ま
い
り 

た
い
と
存
じ
ま
す
。
ど
う
ぞ
よ
ろ 

し
く
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。
 

校
長
就
任
の

ご
あ
い
さ
つぐ

 

土
 

ん

福

木

小

学

校

・
 

校
長
熊
谷
謙
次
郎
ー 

福
本
小
学
校
校
長
を
拝
命
し
ま 

し

た

熊

谷

謙

次

郎
(

く
ま
が
い 

け
ん
じ
ろ
う)

と
申
し
ま
す
。
保 

護
者
や
地
域
の
皆
様
に
支
え
ら
れ
、
 

今
年
度
も
順
調
に
ス
タ
——
卜
す
る 

こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
あ
り
が
と 

う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

福
本
小
学
校
の
学
校
教
育
目
標 

は

「深
く
学
び
、
自
他
を
大
切
に 

す
る
豊
か
な
人
間
性
を
育
む
」
で 

す
。
何
よ
り
知•

徳
•

体
の
調
和 

の
取
れ
た
人
間
性
豊
か
な
た
く
ま 

し
い
福
本
つ
子
の 

建
_ 

育

成

に

鋭

意

努

め

一
 

て
参
り
ま
す
。

」

・ 

地
域
の
中
で
は
、

;;
ー喋

( 

登

下

校

の

見

守

り

‘̂

^
 

活
動
な
ど
、
多
大
な
る
ご
支
援 

を
い
た
だ
き
、
心
よ
り
感
謝
申
し 

あ
げ
ま
す
。
学
校
に
対
す
る
こ
の 

よ
う
な
温
か
い
ご
協
力
を
い
た
だ 

け
る
地
域
は
、
他
に
例
を
見
な
い 

も
の
と
感
じ
て
お
り
ま
す
。
 

今
後
も
、
子
ど
も
た
ち
の
笑
顔 

を
町
中
に
届
け
ら
れ
る
よ
う
、
教

職
員
と
と
も
に
教
育
活
動
を
進
め 

て
参
り
ま
す
。
ど
う
ぞ
よ
ろ
し
く 

お
願
い
い
た
し
ま
す
。

I
地
名
の
由
来(

馬
木)

一

馬

木

郷

土

史

愛

好

会
-

樫

原

猛

一 

馬
本
と
い
う
名
も
、
い
わ
れ
を 

調
べ
て
み
る
と
色
々
あ
り
ま
す
。
 

昔
、
安
芸
の
国
の
国
府
は
府
中 

町
に
あ
り
ま
し
た
。
馬
本
は
、
そ 

の
近
く
に
あ
っ
た
こ
と
か
ら
、
牧 

場
で
は
な
か
っ
た
か
と
い
わ
れ
て 

い
ま
す
。
旅
人
用
の
牛
や
馬
を
飼 

っ
て
い
た
も
の
と
お
も
わ
れ
、
そ 

の

牧

場

の

「
牧
」
が
な
ま
っ
て 

馬
本
に
な
っ
た
と
か
。

ま
た
、
次
の
よ
う
に
も
言
わ
れ 

て
い
ま
す
。
山
陽
道
の
発
展
と
共 

に
、
安
芸
郡
を
通
る
街
道
筋
と
し 

て
、
海
岸
線
通
り
の
古
府
中
を
通 

ら
ず
、
瀬
野
、
畑
賀
、
呉
娑
々
宇 

山
越
、
馬
本
へ
と
通
っ
だ
よ
う
で 

す
。
武
士
や
旅
人
た
ち
は
、
こ
の 

道
を
通
り
馬
本
か
ら
温
科(

現
在 

の
温
品)

府
中
又
は
中
山
へ
と
通 

っ
た
こ
と
に
な
り
ま
す
。

-

方
、
吉
田
か
ら
温
科
に
至
る 

道
と
し
て
は
、
深
川
、
福
田
、
馬 

本
、
温
科
が
あ
り
ま
す
。
こ
の
途 

中

「馬
本
」
な
る
土
地
で
馬
を
本 

に
つ
な
ぎ
立
ち
去
っ
た
と
い
う
こ 

と
か
ら
、
当
時
の
人
々
が
読
ん
だ 

呼
び
名
か
も
知
れ
ま
せ
ん
。

地
域
の
皆
さ
ま
に
は
、
日
頃
か 

ら
賛
助
会
員
の
加
入
並
び
に
賛
助 

金
の
ご
支
援
を
い
た
だ
き
、
あ
り 

が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

賛
助
金
等
は
、
馬
本
地
区
社
協 

の
福
祉
活
動
に
役
立
た
せ
て
い
た 

だ
い
て
い
ま
す
。

加
入
並
び
に
賛
助
金
の
申
し
込 

み
は
、
随
時
受
け
付
け
て
い
ま
す
。
 

-
□

千
円
、
何
口
で
も
結
構
で
す
。
 

各
町
內
会
長
ま
た
は
馬
本
地
区 

社

協

会

計

升

川

康

仁(
8
9
9
 

— 

8
7
6
6

馬
木
郵
便
局)

ま
で
、
 

ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

n

賛
助
会
員
加
入
の
お
願
い


